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「
口
頭
回
答
」
報
告 
 

 そ
の
論
拠
：
三
つ
の
論
点 

論
点
１
：
空
間
線
量
率
の

グ
ラ
フ
の
形
が
お
か
し
い
。 

プ
ル
ー
ム
が
去
る
と
降
雨

が
な
け
れ
ば
低
減
し
て
ゆ

く
の
だ
が
、
高
い
値
が
継
続

し
て
い
た
こ
と
。（
第
１
図
） 

                           

論
点
２
：
原
発
敷
地
内
Ｍ

Ｐ-

２
を
中
心
に
汚
染
が

広
が
っ
て
い
る
。 

大
震
災
当
月
の
空
間
線
量

率
の
「
三
月
の
平
均
値
」
を

震
災
前
の
「
二
月
の
平
均
値
」

と
比
べ
る
と
増
大
が
著
し

い
。
特
に
Ｍ
Ｐ-

２
が
最
も

高
く
、
そ
の
周
辺
に
放
射
能

汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。（
第
２
図
：
表
） 
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市
民
団
体
が
東
北
電
力
に
送
付
し
た
「
東
日
本
大
震
災
時
女
川
原
発
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
Ｍ
Ｐ
）
の
線
量
急
上
昇
他
に
係
る
質
問
書
」
に

つ
い
て
一
一
月
一
八
日
東
北
電
力
本
社
で
口
頭
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
電
力
は
「
原
発
各
機
は
冷
温
停
止
し
て
い
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
排
気
筒
の
モ
ニ
タ
ー
が
少
し
上
昇
し
た
だ
け
だ
」

と
回
答
。
私
達
は
「
漏
洩
は
外
れ
た
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
等
か
ら
も
あ

っ
た
は
ず
」
と
指
摘
し
、
東
北
電
力
の
デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ
き
女
川
原
発

建
屋
か
ら
放
射
能
漏
洩
が
発
生
し
た
と
す
る
科
学
的
根
拠
（
三
つ
の
論

点
）
を
提
示
し
ま
し
た
。
私
達
の
指
摘
と
論
点
に
東
北
電
力
か
ら
は
全
く

反
論
が
行
わ
れ
ず
、
同
じ
回
答
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
し
た
。 

こ
れ
は
反
論
出
来
る
根
拠
が
な
い
た
め
で
す
。
私
達
は
「
女
川
原
発
内

の
事
故
に
よ
り
漏
洩
し
た
放
射
能
に
よ
り
敷
地
内
空
間
線
量
率
が
急
上

昇
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
判
断
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

 

0:00 12:00   0:00  12:00  0:00 
３月１２日   ３月１３日 

市民側 

三陸の海・岩手の会 

宮城 風の会 

宮城県庁 

県政記者クラブ 

東北電力本社会議室 

対応者 広報部・原子力部 

「
三
つ
の
論
点
」に 

回
答
な
し 

第 1図 2011．3．12～13 

女川原発敷地内ＭＰ値グラフ 

第２図：マップ 女川原発敷地内各ＭＰ設置地点 

空間線量率 2011．２月と３月平均値増減倍数比較 

私
達
の
公
開
質
問
書

は
、
震
災
時
に
東
北
電
力

が
公
表
し
た
女
川
原
発
の

「
緊
急
情
報
」
と
「
女
川

原
子
力
発
電
所 

環
境
放

射
能
及
び
温
排
水
調
査
結

果
（
宮
城
県
）」
の
デ
ー
タ

を
精
査
し
、「
福
島
原
発
か

ら
の
プ
ル
ー
ム
で
は
説
明

出
来
な
い
、
女
川
原
発
建

屋
自
身
の
放
射
能
漏
洩
が

疑
わ
れ
る
」
と
す
る
も
の

で
し
た
。
私
達
の
、
総
括

的
な
「
三
つ
の
論
点
」
に

つ
い
て
、
電
力
側
は
会
談

時
間
を
３
０
分
に
す
る
な

ど
の
姿
勢
で
し
た
が
、
時

間
は
５
０
分
ま
で
延
長
さ

れ
ま
し
た 

論点１ データ 

論点２ 

データ 

第１の山 

第２の山 

第３の山 

第２図：表 女川原発 3.11直前直後の月線量比較 単位 ｎGy/h 

  ２月（事故直前月） ３月（事故発生月） 
３月は２月

の何倍か 

  最大 
(a) 空間線量 

平均値 
最小 最大 

(b) 空間線量 

平均値 
最小 (b)/(a） 

MP-１ 49 35 33 19000 608 33 17.4 

MP-２ 46 30 28 21000 1567 27 52.2 

MP-３ 53 34 31 17000 465 31 13.7 

MP-４ 54 33 30 16000 475 31 14.4 

MP-５ 55 34 32 17000 696 30 20.5 

MP-６ 68 48 45 14000 468 45  9.8 
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コラム 

当会ホームページ掲載資料 URL 

◎「東日本大震災時女川原発のＭＰの線量急上昇他に係る質

問書」３市民団体 

http://sanriku.my.coocan.jp/241118Q&A&C.pdf 
◎「東日本大震災女川原発で、放射線量急上昇はやはり女川原発

起原だった」三陸の海・岩手の会 

2412 東北電力回答まとめ 宮城風の会「鳴り砂（原稿）」 

 

水
め
が
ね 

二
月
と
三
月
の
敷
地
内
月

平
均
空
間
線
量
を
比
較
す

る
と
Ｍ
Ｐ-

２
の
５
２
倍
か

ら
Ｍ
Ｐ-
６
の
約
１
０
倍
と

高
い
の
に
、
敷
地
外
の
積
算

線
量
計
で
の
両
月
平
均
比

は
１
０
倍
を
超
え
る
地
区

は
な
く
、
３
～
７
倍
で
あ
り
、

Ｍ
Ｐ-

２
か
ら
離
れ
る
ほ
ど

低
く
か
っ
た
。 

論
点
３
：
プ
ル
ー
ム
移
動

距
離
に
よ
る
線
量
率
低
減

が
み
ら
れ
な
い
。 

                       

 

女
川
原
発
敷
地
内
Ｍ
Ｐ
の

線
量
率
上
昇
が
福
島
第
一

原
発
事
故
の
水
素
爆
発
等

の
プ
ル
ー
ム
で
あ
る
な
ら

移
動
距
離
に
よ
っ
て
低
減

す
る
。
例
え
ば
Ｍ
Ｐ-

２
の

２
１
㍃
Ｓ
ｖ
／
ｈ
は
あ
ま

り
に
高
過
ぎ
て
異
常
値
で

あ
る
。（
第
３
図
） 

こ
れ
に
よ
り
、
女
川
原
発

敷
地
内
で
放
射
能
漏
れ
が

あ
っ
た
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。 

                    

    

 

   

市
民（
岩
手
の
会
） 

回
答
の
発
言

で
、
２
１
㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
／
ｈ

が
出
た
あ
と
、
午
前
一
〇
時
頃

に
は
１
０
㍃
Ｓ
ｖ
／
ｈ
ま
で
下

が
っ
た
の
だ
と
い
う
話
が
あ
っ

た
。
１
０
㍃
Ｓ
ｖ
／
ｈ
は
普
段

の
数
十
倍
以
上
の
危
険
な
線
量
。

２
１
㍃
Ｓ
ｖ
／
ｈ
か
ら
八
時
間

も
経
っ
て
も
、
何
故
か
遠
い
福

島
か
ら
絶
え
ず
プ
ル
ー
ム
が
流

れ
込
ん
で
い
る
感
じ
。
濃
い
放

射
能
の
大
気
が
絶
え
ず
女
川
原

発
に
送
ら
れ
て
い
る
？ 

そ
ん

な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

市
民
（
宮
城
・
風
の
会
）
負
圧

で
あ
る
原
発
建
屋
に
、
プ
ル
ー

ム
が
ど
う
外
部
か
ら
入
り
、
排

出
筒
か
ら
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
っ

て
ど
の
よ
う
に
出
て
行
っ
た
の

か
？
そ
れ
が
グ
ラ
フ
で
読
み
取

れ
る
か
知
り
た
い
。 

                

 

  

東
日
本
大
震
災
の
後
、
女

川
原
発
の
被
災
事
故
に
つ
い

て
、
当
時
の
政
府
（
原
子
力
・

安
全
保
安
院
）
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

（
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺

度
）
レ
ベ
ル
２
：
異
常
事
象
と

し
て
発
表
し
ま
し
た
。
し
か

し
現
在
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は

知
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
発

災
日
は
三
月
二
九
日
に
な
っ

て
い
る
こ
と
と
、
従
業
員
の

被
ば
く
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
回
答
な
し
で
し
た
。 

  

         

           

   

東
日
本
大
震
災
の
時
私
た

ち
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
レ
ベ
ル
７

の
巨
大
事
故
だ
っ
た
福
島

第
一
原
発
事
故
を
目
撃
し
、

驚
愕
、
事
故
拡
大
に
肝
を
冷

や
し
た
。
３
・
１
１
原
発
事

故
は
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い

し
危
険
も
去
っ
て
い
な
い
。

◆
一
方
宮
城
県
女
川
原
発

で
も
地
震
・
津
波
の
襲
来
で

巨
大
事
故
寸
前
に
至
っ
た

が
、
間
一
髪
、
紙
一
重
の
差

で
破
滅
的
事
態
を
免
れ
た
。

女
川
原
発
は
震
度
６
弱
の

大
地
震
で
敷
地
は
１
ｍ
地

盤
沈
下
し
、
そ
こ
に
波
高
１

３
ｍ
の
津
波
が
襲
来
、
実
に

海
抜
０
・
８
ｍ
の
差
で
直
撃

を
免
れ
た
（
そ
の
時
刻
は
干

潮
だ
っ
た
！
）
。
五
つ
の
外

部
電
源
の
う
ち
四
回
線
が

途
絶
、
残
り
の
一
回
線
で
原

子
炉
施
設
の
冷
却
を
支
え

た
。
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋

地
下
１
階
で
高
圧
電
源
盤

の
火
災
が
発
生
、
約
八
時
間

後
に
鎮
火
。
２
号
機
建
屋
地

下
三
階
に
一
九
〇
〇
ト
ン

の
海
水
が
浸
入
し
冷
却
水

ポ
ン
プ
が
水
没
。
３
号
機
で

は
タ
ー
ビ
ン
建
屋
ブ
ロ
ー

ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
が
外
れ
た
。

◆
し
か
し
制
御
棒
が
正
常 

 

 

に
作
用
し
、
翌
一
二
日
午
前

一
時
頃
ま
で
に
「
冷
温
停
止
」

と
な
っ
た
。
そ
の
日
の
日
中
、

福
島
原
発
で
は
水
素
爆
発

が
発
生
し
放
射
性
物
質
が

飛
散
、
風
に
乗
り
プ
ル
ー
ム

と
な
っ
て
移
動
し
た
。
深
夜

に
女
川
付
近
に
達
し
、
女
川

原
発
Ｍ
Ｐ
に
第
二
の
山
（
第

１
図
）
を
残
し
た
。
◆
問
題

は
第
三
の
山
で
あ
る
。
同
時

刻
に
女
川
原
発
建
屋
か
ら

の
放
射
能
漏
洩
れ
が
あ
っ

た
と
推
察
出
来
る
。
何
が
あ

っ
た
か
、
電
力
は
知
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
女
川
原
発
敷
地

内
Ｍ
Ｐ
の
三
月
の
平
均
値

が
、
二
月
の
平
均
値
に
比
し

て
、
五
二
・
二
倍
を
最
高
に
、

す
べ
て
一
〇
倍
以
上
で
あ

っ
た
。
敷
地
外
で
は
三
二
ヵ

所
中
７
ヵ
所
が
津
波
被
害

を
幸
い
免
れ
て
、
そ
の
積
算

線
量
が
わ
か
っ
た
が
、
原
発

敷
地
外
数
値
は
、
三
月
は
二

月
の
２
・
８
倍
～
６
・
７
倍

で
、
敷
地
内
よ
り
低
か
っ
た
。

◆
女
川
原
発
敷
地
内
Ｍ
Ｐ

の
線
量
急
上
昇
は
福
島
事

故
原
発
の
プ
ル
ー
ム
に
よ

る
と
す
る
三
月
一
三
日
の

国
と
東
北
電
力
の
発
表
は

事
故
の
隠
ぺ
い
で
は
な
い

か
。
国
と
電
力
は
真
実
を
明

ら
か
に
す
べ
き
だ
。 

（
尚
） 

第３図

 

③  

⑦ 

⓶ 

⑤  

① 
A：グラフ 

空
間
線
量
率
（
㍃
Ｓ
ｖ
／
ｈ
） 

10000 

1000 

100 

          

測定地点 

福一１号

機からの

距（km） 

空間線量率

測定値  

（µＳｖ/h） 

① 福一６号機MP 0.7 4000 

⓶ 福一MP－4 1.1 1000 

③ 双葉町郡山MP 3 1600 

④ 浪江町幾世橋 8.5 30 

⑤ 南相馬市 24.0  20 

⑥ 東北大病院 95.6 0.8 

⑦ 宮城県女川原発 120.0  21 

⑧ 岩手滝沢市RMC 269.0  0.279 

 

福一 1号機からの距離（km） 

9) 

ｍ） 
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④  

⑧  
⑥  

論点３ 

データ 

女
川
原
発
の
被
災
：
事
故 

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ [

レ
ベ
ル
２] 

 

口
頭
回
答 

を
聞
き
、
市
民
か

ら
出
さ
れ
た
疑
問
や
意
見 

http://sanriku.my.coocan.jp/241213onagawa.pdf

